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層

肇

る
よ

し

 
第
三

萬
國
動
物
學

會
概
況
（

前
號
の

續
）

　

部
曾
に

於

て

朗

讀
せ

ら
れ

若
ぐ
は

提

出
せ

ら
れ

た

る

論
交
及
其

著
者
は

左

の

如

し
　
第
一

部

一

　

細
胞
論
に

就
き
て

二

　

深

海
の

動
物
研
究

四五
亠

ノ 丶七

ア

ダ

ム

、

セ

ヂ

ヰ
ッ

ク
（

蒲

央
）

　
　
　

　
　
　

　
ヰ

ク

ト

〃

、

ヘ

ン

ぜ

ン

（

獨
）

「

p

ー

ラ

ン

」
（

船
名
）

の

海

産
物
研
究

　
　
　

　
賞

公
冊

帥

　

ロ

ー

ラ

ン

ボ

ナ

パ

ル

ト
（

佛
）

北
海

深
處
の

探
究

　
　
　

　
　
　

　
チ

ヱ

3
、

エ

〃

リ
ュ

ー

ト

ケ

ン

動

物
倔
々

の

變
異
巴

種
の

記…
元

巴
の

關

係

　
　
　

　
　
　

　
ダ

ブ

リ
ュ

ー
、

ピ

ー
、

ス

コ

ッ

ト
（

米
）

有
脊
椎

及
無

脊
椎
類
に

於
け

る

傳
導
（

紳

經
）

繊
維

及
其

位
置

　

　

　

　

ス

チ

；

フ

ァ

ン

、

ア

パ

チ

；
（

魯
）

種
の

痙
異
に

關
ず
る

機
械
的
の

考
案

第
三

回

萬

國

働
物
學
會
概

祝

●

驢

　
　
　

　
　
　

　
　
　
シ

ヤ

川
、

ジ
ァ

ネ
ー

（

佛
）

入

　
一

定

方
向
の

進
化
及

び
白
H

然

洶
汰
の

無
功
に

就
§
て

　
　
　

　
　
　

　
　

テ

オ

ド

ζ
ア

イ

メ

突
獨
）

九
　
生
物

進
化
の

法

則

　
　
　

　
　
　

　
　
　
セ

リ

ー

ヌ

、

川

ノ

ー

ヅ

夫
人

十

　
北
方
の

動
物
に

就
ぎ
て

　
　
　

　
　
　

　
　
　
エ

ス

、

プ

ル

シ

1
ナ
（

澳
）

＋
一

「

プ

リ

ソ

セ

ス

、

ア

ヅ

ご
（

船

名
）

の

動

物
研
究

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ジ
ュ

ー

ル
、

ジ

シ

ヤ

ー

ζ
佛
）

第
二

部
及
第
三

部

一

　

歐

洲
露

國
の

動

物

四 三

　
　

　
　
　

　
　
エ

ヌ

、

ゾ

ー

グ

ラ

フ

（

露
）

鯉
魚
の

骨
質
棘
撒

體
に

就

き
て

　
　

　
　
　

　
　
レ

オ

ン

、

ヴ

ア

イ

ヤ

ン

（

佛
）

「

ヂ
ノ

ソ

ー

ジ

ヤ
」

類
の

分
類

其
由
緑

ボ

ル

ネ

オ

中
部
に

於
け
る

動
物

學
的
族

行
の

概
呪

　
　

　
　
　

　
　
ヨ

ヅ

ト
、

ピ
ュ

チ

ユ

ー

へ

川
（

蘭
）

第
八

卷

四
入

七

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

日 五 十 月 二 十 年 九 廿 治 明

第
三

珂

萬
國
動
物
墨

會
概
呪

五七 六入

丁

抹
國
に

於

秀
髭
る

伯
刺
西

畿
洞
穴
の

古
代

監

乳
類
の

研
究

　
チ

（
韋

・

リ

ゼ
ト

ケ

ン

（

丁

抹
）

皿

猛

鳥
類
の

分

布
　
バ

ウ

〃

ダ

ー
、

シ

ヤ

…

プ
（

英
）

公
果

地
方
産
の

爬
蟲

類
及

兩
棲
類
の

新

種

　
　
　
　
　

　

　
エ

フ

、

モ

ク

ヵ

ー

ル
へ

佛
）

　

　

　

　

一

ス

カ

ン

デ

ヰ

ア

産

魚
類
に

就
§
て
の

著

述
中

探
用
し
跿
一

る

元
理

　
　

　

　
テ

ー
、

ア

ー
、

ス

ミ

ゥ

ト
（

瑞
典
）

九

　

駝
鳥

、

極
藥
鳥
及
無
翼
鳥
に

就
き
て
の

所
望

　
　
　
　
　
　
　

　

　
ヱ

ム

、

フ

オ

レ

（

佛
）

十

　
哺
乳

類
の

齒
の

發
逹

　
　
　
　
　
　
　

　

　
勘

ソ

エ

ー
、

レ

ッ

へ

（

瑞
血
ハ

）

十
一

　

脊
椎

類
の

胚
の

蔽
護
器
及

附
驕
踞
に

就

ぎ
て

　
　
　
　
　
　
　

　

　
リ
ヒ

ア

ル

ド
、

ゼ

ー

モ

ン

（

獨
）

十
二

　
擬
猴
類
の

胎
盤

　
　
　
　
　
　

ア

！
、

ア

ー
、

ヴ
エ

ー

、

フ

レ

ブ

レ

ヒ

ト
（

蘭
）

十
三

　
テ
フ

鮫
類
の

齒
に

就
き
て

　
　
　
　
　
　
　

　

　
エ

ヌ

、

ゾ

ー

グ

ラ

ー

フ

（

露
）

俚

1

第
入

卷

四
入

入

　
十

四

　
動
物
胚
ト

植
物

巴
の

類
似
に

就

き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

ク

ー

ヌ

、

ル

ノ

ー

ヅ

夫
人
（

佛
）

　
十

五

　

龜
類
の

解
剖
上

＝
一

の

疑

問
に

就
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

ッ

ト
、

エ

フ
、

フ

ァ

ン

ベ

ム

リ

ン

（

蘭
）

　
十

六

　「
、

ビ

セ

カ

ン

ト

ロ

パ

ス

、

エ

レ

ク

タ

ス

」

即

ち
人

類
巴

　
　
　
猿

獄
類
巴

の

中
間
動
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ

！
、

ヂ
ェ
ボ

イ
ス
（

蘭
）

　
十

七

　
「

レ

ビ

ド

ス

チ

プ

ゥ

ス

、

ア

ミ

ア
」

及

鮫
の

發
逹
中
二

　
　
　
三
の

問
題

　

　

　
バ

ッ

シ

ュ

フ

ォ

！

ド
、

ヂ

ー

ン

（

米
）

第
四

部

及

第
亠

ハ

部

　
一

　

兎
の

纏
蝨
類

分
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

ー
、

ソ

ー

デ

ル
、

ス

タ

イ

ル

ス

（

米
）

　一
一

　

北
米
産
外

部
寄
生

類
二

三

に

就

き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
島
　
清

　
太
　
郎

　
三

　

珊

瑚
の

分

類

　

　
シ

ド

ニ

、
、

シ

エ

ー
、

ヒ

ク

ソ

ン

（

英
）

　
四

　
和
蘭
所
屬
印

度
及

馬
來
牢
島
の

蛭
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

フ

。

エ

ル
、

ブ

ラ

ン

シ

ヤ

ー

久
佛
）

卩

’
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聰

噂

五

　
タ

チ

ウ

ー

の

臨
海
實
驗
駈

　

　

　

　

　

　

　

　

エ

ド・
モ
　
ン

、

ペ
　

リ
　
ェ

　
ー

（

佛
）

⊥

ハ

　

蛭
類
の
畆

俳

泄
器
　
　
ハ

ー

ボ

ル

シ

ウ

ス

（晶
闌
）

七

　
「

ク

レ

ブ

シ

孑
」
（

虹
）

解
剖
中
或
る

新

事
實

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

1
、

コ

ゾ

レ

ヴ

ス

キ

ー
（

露
）

八

　

被
嚢
類
の

心

臟
の

發
育

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ヤ

〃

、

、

ジ
ュ

ラ

ン
（

臼

耳
義
）

九
　
「

ヂ

ス

タ

プ

リ

ア
」

幼
蟲
の

心
臟
上
心

職
、

周
36

臟 

及
根

　

　
部

　

　
　
　
　
同

　
　
　
　
上

十
　
蠕
蟲

類
の

分

類
　
エ

ド

モ

ン

、

ペ

ク

エ

ー
（

佛
）

十
一

　

サ

ソ

リ

の

淋
巴

系

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

ー
、

コ

ワ

レ

ヴ

ス

キ

ー
（

露
）

十
ニ

　
ゴ

カ

ヒ

の

淋
巴

系

　

　

　

　

　

　

　

　

同

　
　

　
　

上

十
三

　

寄
生
橈
脚

類
の

發
育
の

初
段

　

　

　

　

　

　

　

　

ヴ
エ

ー
、

シ

ム

ケ
一
ワ

イ
ッ

チ
（

節

路
）

十

四

　
ア

ゾ

ー

ル

ス

島
及
セ

ネ

ガ

ル

海

岸
の

新
軟
體
動

物

第
三
阿

寓
國
動

物

學
曾
概
呪

，

●

十
五

十
六

　
　
　
　

　

ぺ

ー
、

ド

ー

ツ

ェ

ン

ペ

ル
（

佛
）

「

オ

！

ウ
並

ニ

ア

」

の

隔
膜
中
の

新
器

官

　
　
　
　

　

ジ
ェ

ー

、

ギ

川

ソ

ン

（

自
耳
義
）

蛙

の

35

臟
の

發
育

　
　
　
　

　

ヴ
エ

ー
、

ず
レ

ソ

ス

キ

ー
（

露
）

第
五

部

　
　
一

　

蟻
の

多
形
現

象
及

消
化

器

除
去

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
チ

ェ

ー
、

エ

メ

リ

：
（

伊
）

　
　
二

　

蟻
及
臼

蟻
の

巣
中
に

棲
息

す

る

動

物

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
工

1
、

ヴ
ァ

ス

マ

ン
（
一
闘
∀

　
　
三

　
ト
ン

ボ

に

就
§
て

の

款

知

識

　
　
　
　

　

　

　

　
エ

ド

モ

ン

ド
、

セ

リ

ロ

ン

シ

ヤ

ム

（

白
耳
義
）

　
　
四

　
昆
蟲
の

僞
ミ

・

ク

ソ

ー
（

倣
擬
〉

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
ヱ

ム

、

チ
エ

ー
、

ビ

ー

ペ

〃

ス
（

蘭
）

　
　
五

　

燕
形

蝶
類
の

種
の

蓮
元
及
其
相

互
の

關

係

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
デ
オ

ー3

ル
、

ア

イ

メ

ル
（

獨
）

以

上
列

記

し
だ

る
論

交
中

此
處
二

特
筆
せ

ん

巴

欲
す
る

も

の

二

箇

第
入

卷

四

八

九
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東
京
動
物
學
會

第
入

憲

四

九

〇

あ

り
一

は

子
プ

ー

フ
ァ

ン

、

ア

パ

テ

ー

の

紳

經
纎
維
に

就

き
て

の

講

談
及
其
示

さ
れ

た

る

顯
微
鏡

的
の

標
品
な

り

氏
は

數
年
以

來
殊
に

紳
經
を
研

究
し

逾
に

從
來
人
の

嘗
て

見
ざ

り
し

氏
の

所
謂

祕
經

始

元
繊
維
な

る

も

の
辷

存
在
を
確

認
し

且
つ

其

從
來
紳

經

繊
維

及

紳

經

細
胞
巴

稱
せ

し

も

の

ζ

中
に

あ
る

こ

巴

を

證
明
せ

り
然
れ

ざ
も

多
數
の

學
士
は

氏
の

所
謂

始
元
繊

維

な

る

も
の

ζ

實
存

を
疑
ひ

加

之

其

從
來
榊
經
細
胞
及
棘
經
繊
維
の

中
に

在
り
巴

云

ふ
に

至

り
て

は

特

に

信
を
措
か

さ

り

し

巴

雖
も

小

生
の

實
驗
せ

む

處
に

依
れ

ば

ア

パ

テ

ー

の

標
品
は

實
に

劉
明
に

し
て

氏
の

講
述
ぜ

る

事
實
に

至

り
て

は

毫
も

疑
を

容
る

ζ

の

隙
な

し

巴

信

ず
但
し
氏
の

推

論
は

別

物
な

り
巴

す

他
の

注

意
ず
ぺ

ぎ
論
文

は

即

ち

ヂ
ー

ボ

イ

ス

の

「

ピ

セ

カ

ン

ト

ロ

パ

ス

、

エ

レ

ク

タ

ス

」

に

就

き
て

の

講
逋
愈

り
同
氏
か

先
年

此
化

石
骨
を
パ

タ

ヰ

ァ

に

於
て

發
見
し

其
記

事
を

公
に

す
る
や

諸
學

士

は

或
は

其
を
以

て

全
ぐ

人
類
の

骨
な

り

巴

し

或

は

發
見
者
巴

同
じ

ぐ

人
類
に

竜

あ

ち

ず
夊
現

今
存
在
せ

る
猿

に

も

あ

ら
ず

其
中

間
の

動

物
に

屬
せ

し

も

の

な

り
巴

し

諸
説

紛
々

だ

り
し
が・
今
回
の

討

論

を

公

李
に

劉
す

る

處
多
數
學
士
の

説
は

該
骨
を

以
て

八

類
に

屬
せ

り
巴

云

ふ
に

在

る
か

如
し

但

し
發

見
者
は

其
初
説
を

維

持
せ

昭

今
此

報
告
を

絡
ら
ん

巴

す
る
に

際
し
一

言

ず
べ

き
は

今
回

小
生
の

出

席

は

我
邦
動

物

學
を
諸
外

國
に

紹
介
ず

る
の

一

助

巴

成
り
だ

る

と
巴

 

巴

信

ず

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
（

完
X
轄

轡

●
東
京
動
物
學
會

に

て

は

先
月

都
合
に

俵
り

會
日

を
變
易

し
て

二

十
入
日
（

第
四

土
曜
日

）

午
後
二

時
よ

り

月

並

例
會
を
理

科

大
學

動
物
學
敷

室

内
に

開
き
講
演
者
第
一

飯
塚
啓
君
は

東
京

産
イ

ー・

メ

に

就
て

其
習

牲

形

態
變
化

及
び

産
卵
發
育
等
を
講
演
せ

ら
れ

だ

り
其
精
細
の

點

は

演
者
に

乞

ふ

て

本

誌
に

登

載
す

可
け
れ

巴

も

其

概
要
を
記

す
れ

ば
左
の

如
し
日

ぐ
抑
演
者
の

此

研

究
に

從
事
せ

ち
れ

し

は

曾
て

該
會
例
會
に

於
て

大
澤
敏
授
の

此
イ

ト

メ

に

就

き

て

講
演
せ

ち
れ

だ

る

事
實
及
ひ

其

標
品

を
一

見

稱

深

く

研
究
せ

ば

面
白
か

ち
ん

巴

考

ら

れ

し
よ

り
豫

り
最
初

此
研
究
の

爲
め

隅
田

川

に

行
き
て

採
集
を

試

み

ら

れ

し

は

實
に

本

年
七
月

十
一

日
な

れ

ご

も

同
月
十
六
日

他
の

研
究
の

爲
め

三

崎

臨
海
實
驗
塲
に

出
張
せ

ら

れ

た

る

爲
め
一

時
中
止

九
月
歸

京
捕

月

十
八

日

同

採
集
を

試
み
ら
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